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●
救
急
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７

　
九
月
九
日
は
、
「
き
ゅ
う
き
ゅ
う
（
救
急
）
の
日
」
。
ま
た
、
九
月

九
日
を
含
む
一
週
間
を
救
急
医
療
週
間
と
し
て
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
川
越
地
区
消
防
局
で
は
、
九
月
八
日
に
、
川
越
市
・
川
島
町
の
住
民

の
皆
さ
ん
、
百
十
六
人
を
対
象
に
「
救
急
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７
」
を
川

越
運
動
公
園
総
合
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
消
防
の
行
う
救
急
業
務
を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん

に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
救
急
活
動
の
実
演
（
重
篤
な
患
者
の
観
察
・

処
置
か
ら
病
院
搬
送
ま
で
）
を
参
加
者
に
見
て
も
ら
っ
た
あ
と
、
各
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
・
人
工
呼
吸
・

Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱
い
方
法
を
学
ん
で
も
ら
い
、
住
民
に
対
す
る
応
急
手
当

の
普
及
と
啓
発
を
図
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
救
急
隊
員
の
実
演
を
通
し
て
救
急
活
動
現
場

の
緊
張
感
を
肌
で
感
じ
、
講
習
会
で
も
、
真
剣
に
指
導
員
の
こ
と
ば
に

耳
を
傾
け
心
肺
蘇
生
法
の
習
得
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
三
時
間
半
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は

普
通
救
命
講
習
修
了
証
が
交
付
さ
れ
、
家
族
で
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、

「
楽
し
く
受
講
で
き
た
の
で
、
ま
た
受
講
し
た
い
」
と
の
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
当
消
防
局
で
は
、
毎
月
一
回
定
期
的
に
救
命
講
習
会
な
ど
を
開
催
し
、

多
く
の
皆
さ
ん
が
応
急
手
当
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
「
救
命
率

の
高
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
今
後
も
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
消
防
局
救
急
課
　
�
２
２
２
ー
０
１
６
０

救急フェスタが開催されました！
　心臓マッサージ・人工呼吸・ＡＥＤの取り扱い方法
などのさまざまな応急手当を、住民の皆さんに普及す
ることができました。

心臓マッサージ

上達したね！ 人工呼吸 ＡＥＤの取り扱いについて



消防だより2007.10月号

ー２ー

火事・救急・救助は119番
ー３ー

火事・救急・救助は119番

埼
玉
県
防
災
航
空
隊
と

　
　
　
水
難
救
助
連
携
訓
練
を
実
施

第
十
五
回
ポ
ン
プ
操
法
認
定
審
査
会

全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
で
入
賞
！

子
ど
も
た
ち
の
消
防
体
験

【所有台数】９台
【配　置　署】川越市・川島町のすべ
　　　　　　ての消防署および分署

消防車両紹介シリーズ⑥

タンク車（水槽付き消防ポンプ自動車）
　消防用ポンプと水槽（タンク）
を積載した、消防車両です。
　積載している水槽には最大
1,500リットルの水を積むことが
可能です。この水槽の水を使うこ
とで、より火元に近づいて迅速か
つ効果的に消火活動に当たること
ができます。
　そのほかに、可燃性有毒ガス検
知器や発電機付投光器、エンジン
カッター、応急処置用医療資機材
などを積んでいます。火災だけで
はなく事故などにより危険物が漏
れた場合や、救助・救急現場での
支援活動など、幅広く災害現場で
活躍しています。

2007年度全国統一防火標語「火は見てる あなたが離れる その時を」2007年度全国統一防火標語「火は見てる あなたが離れる その時を」

秋季全国火災予防運動
11月9日（金）～11月15日（木）

付
け
ま
し
た
か
？

住

宅

用

火

災

警

報

器

「
今
、
住
ん
で
い
る
家
に
も

　
　
来
年
五
月
三
十
一
日
析
ま
で
に
設
置
義
務
が
あ
り
ま
す
」

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
多
く
が
、
「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
火
災
の
発
生
を
す
ば
や
く
察
知
で
き
れ
ば
、
い
ち
早
く
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
、
命
が
助
か
る
可
能
性
は
高

く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
火
災
の
発
見
も
早
く
な
り
、
消
防
機
関
へ
の
通
報
も
早
期
に
行
え
る
た
め
、
周
り
の
建
物
へ
の
延
焼

拡
大
を
防
ぎ
、
被
害
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
理
由
か
ら
消
防
法
令
の
改
正
に
よ
り
、
す
べ

て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
六
月
一
日
以
降
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
に
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
以
前
に
建
て
ら
れ
た
既
存
の
住
宅
に
つ
い
て
は
来
年
五
月
三
十
一
日
析
ま
で
に
設
置
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
火
災
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

【２階に寝室がある場合の設置例】

火
事
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、

も
う
一
度
火
の
用
心
を
！

Ｑ
　
設
置
場
所
は
？

Ａ
　
寝
室
お
よ
び
階
段
で
す
。

Ｑ
　
購
入
場
所
は
？

Ａ
　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
家
電
販
売
店
、

　
防
災
機
器
取
扱
店
な
ど
で
購
入
で
き

　
ま
す
。

Ｑ
　
い
く
ら
ぐ
ら
い
す
る
の
？

Ａ
　
価
格
は
メ
ー
カ
ー
、
機
能
な
ど
で

　
異
な
り
ま
す
。
多
く
は
一
個
四
千
円

　
か
ら
一
万
円
く
ら
い
で
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
か

ら
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
高
額
で
売
り
つ
け
る
悪

質
な
訪
問
販
売
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　
消
防
署
員
や
消
防
団
員
が
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
購
入
し
な
い
で
消

防
局
予
防
課
ま
た
は
お
近
く
の
消
防
署
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
消
防
局
予
防
課
　
牲
２
２
２
ー
０
７
４
４

　
出
火
原
因
の
中
に
は
、
コ
ン
ロ
の
火
の
消
し
忘

れ
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
、
消
し
た
は
ず
の
た
ば

こ
の
火
の
再
燃
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
原
因

は
、
火
に
対
す
る
油

断
か
ら
起
こ
る
も
の

で
す
。

　
火
事
を
出
さ
な
い

た
め
に
も
、
も
う
一

度
火
の
用
心
を
お
願

い
し
ま
す
。

よ
く
あ
る
質
問

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
！

　
七
月
二
十
五
・
二
十
六
日
に
、
入
間
川
河
川
敷
内
で
、
平
成

十
九
年
度
水
難
救
助
連
携
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
は
、
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
い
た
家
族
が
、

ほ
か
の
ボ
ー
ト
と
接
触
、
転
覆
し
て
数
人
が
溺
れ
た
と
の
想
定

で
、
埼
玉
県
防
災
航
空
隊
と
連
携
し
て
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
を
通
し
て
、
当
消

防
局
と
埼
玉
県
防
災
航
空
隊
と

の
連
携
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
、
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
各
機
関
と

の
協
力
体
制
を
強
化
し
、
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

認
定
審
査
会
が
、
蹟
埼
玉
県
消

防
協
会
の
川
越
支
部
の
主
催
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
審
査

会
は
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
か

ら
ホ
ー
ス
を
延
ば
し
、
火
元
に

見
立
て
た
標
的
を
放
水
で
倒
す

ま
で
の
所
要
時
間
と
各
隊
員
の

操
作
要
領
に
つ
い
て
、
迅
速
さ
・

行
動
の
正
確
さ
な
ど
を
審
査
し
、

消
防
団
員
の
さ
ら
な
る
技
術
の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
各
分
団
は
そ
の
評
価
に
よ
り
初
級
・
中
級
・
上
級
・
秀
級
の

四
つ
の
段
階
に
わ
け
て
認
定
さ
れ
、
ま
た
特
に
評
価
の
高
い
上

位
三
個
分
団
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。
こ
の
審
査
会
に
は
、
川
越
市

十
二
個
分
団
な
ら
び
に
川
島
町
六
個
分
団
が
出
場
し
、
す
べ
て

の
分
団
が
秀
級
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
表
彰
結
果
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
（
第
一
位
の
分
団
は
、
来
年
度

に
開
催
さ
れ
る
県
大
会
へ
出
場
す
る
予
定
で
す
）

【
表
彰
】
　
第
一
位
　
川
島
町
消
防
団
　
第
四
分
団

　
　
　
　
　
第
二
位
　
川
越
市
消
防
団
　
大
東
分
団

　
　
　
　
　
第
三
位
　
川
島
町
消
防
団
　
第
一
分
団

　
八
月
二
十
二
日
、
江
東
区
の
東
京
消
防
庁
夢
の
島
訓
練
場
で

開
催
さ
れ
た
、
第
三
十
六
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
に
、
川

越
地
区
消
防
局
か
ら
引
揚
救
助
チ
ー
ム
と
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
両
チ
ー
ム
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
消
防
救
助
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
て
毎
年

開
催
さ
れ
、
全
国
の
消
防
本
部
か
ら
、
地
区
大
会
な
ど
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
隊
員
お
よ
び
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
す
。

　
競
技
は
、
引
揚
救
助
、
ロ
ー

プ
応
用
登
は
ん
な
ど
陸
上
の
部

が
七
種
目
、
基
本
泳
法
、
溺
者

救
助
な
ど
水
上
の
部
が
七
種
目

あ
り
、
各
訓
練
の
安
全
確
実
性

と
迅
速
性
に
つ
い
て
競
い
ま
し

た
。

　
な
お
引
揚
救
助
チ
ー
ム
に
つ

い
て
は
、
二
年
連
続
の
出
場
と

な
り
、
前
年
に
続
き
優
秀
な
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

　
七
月
二
十
九
日
、
川
越
百
万
灯
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る
中
、

川
越
市
新
富
町
一
丁
目
の
路
上
に
お
い
て
「
ち
び
っ
こ
消
防
体

験
広
場
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
は
し
ご
車
や
起
震
車
の

乗
車
体
験
を
し
た
子
ど
も

た
ち
は
、
満
面
の
笑
顔
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
こ
の
体
験
を
通
し
て
消

防
の
仕
事
が
身
近
に
感
じ

ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　
八
月
五
日
、
川
越
総
合
卸
売
市
場
で
第
十
五
回
ポ
ン
プ
操
法

ひ
き
あ
げ

設置義務
あり
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用
心
を
！

Ｑ
　
設
置
場
所
は
？

Ａ
　
寝
室
お
よ
び
階
段
で
す
。

Ｑ
　
購
入
場
所
は
？

Ａ
　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
家
電
販
売
店
、

　
防
災
機
器
取
扱
店
な
ど
で
購
入
で
き

　
ま
す
。

Ｑ
　
い
く
ら
ぐ
ら
い
す
る
の
？

Ａ
　
価
格
は
メ
ー
カ
ー
、
機
能
な
ど
で

　
異
な
り
ま
す
。
多
く
は
一
個
四
千
円

　
か
ら
一
万
円
く
ら
い
で
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
か

ら
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
高
額
で
売
り
つ
け
る
悪

質
な
訪
問
販
売
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　
消
防
署
員
や
消
防
団
員
が
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
審
な
点
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
購
入
し
な
い
で
消

防
局
予
防
課
ま
た
は
お
近
く
の
消
防
署
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
消
防
局
予
防
課
　
牲
２
２
２
ー
０
７
４
４

　
出
火
原
因
の
中
に
は
、
コ
ン
ロ
の
火
の
消
し
忘

れ
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
、
消
し
た
は
ず
の
た
ば

こ
の
火
の
再
燃
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
原
因

は
、
火
に
対
す
る
油

断
か
ら
起
こ
る
も
の

で
す
。

　
火
事
を
出
さ
な
い

た
め
に
も
、
も
う
一

度
火
の
用
心
を
お
願

い
し
ま
す
。

よ
く
あ
る
質
問

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
！

　
七
月
二
十
五
・
二
十
六
日
に
、
入
間
川
河
川
敷
内
で
、
平
成

十
九
年
度
水
難
救
助
連
携
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
は
、
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
い
た
家
族
が
、

ほ
か
の
ボ
ー
ト
と
接
触
、
転
覆
し
て
数
人
が
溺
れ
た
と
の
想
定

で
、
埼
玉
県
防
災
航
空
隊
と
連
携
し
て
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
を
通
し
て
、
当
消

防
局
と
埼
玉
県
防
災
航
空
隊
と

の
連
携
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
、
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
各
機
関
と

の
協
力
体
制
を
強
化
し
、
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

認
定
審
査
会
が
、
蹟
埼
玉
県
消

防
協
会
の
川
越
支
部
の
主
催
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
審
査

会
は
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
か

ら
ホ
ー
ス
を
延
ば
し
、
火
元
に

見
立
て
た
標
的
を
放
水
で
倒
す

ま
で
の
所
要
時
間
と
各
隊
員
の

操
作
要
領
に
つ
い
て
、
迅
速
さ
・

行
動
の
正
確
さ
な
ど
を
審
査
し
、

消
防
団
員
の
さ
ら
な
る
技
術
の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
各
分
団
は
そ
の
評
価
に
よ
り
初
級
・
中
級
・
上
級
・
秀
級
の

四
つ
の
段
階
に
わ
け
て
認
定
さ
れ
、
ま
た
特
に
評
価
の
高
い
上

位
三
個
分
団
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。
こ
の
審
査
会
に
は
、
川
越
市

十
二
個
分
団
な
ら
び
に
川
島
町
六
個
分
団
が
出
場
し
、
す
べ
て

の
分
団
が
秀
級
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
表
彰
結
果
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
（
第
一
位
の
分
団
は
、
来
年
度

に
開
催
さ
れ
る
県
大
会
へ
出
場
す
る
予
定
で
す
）

【
表
彰
】
　
第
一
位
　
川
島
町
消
防
団
　
第
四
分
団

　
　
　
　
　
第
二
位
　
川
越
市
消
防
団
　
大
東
分
団

　
　
　
　
　
第
三
位
　
川
島
町
消
防
団
　
第
一
分
団

　
八
月
二
十
二
日
、
江
東
区
の
東
京
消
防
庁
夢
の
島
訓
練
場
で

開
催
さ
れ
た
、
第
三
十
六
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
に
、
川

越
地
区
消
防
局
か
ら
引
揚
救
助
チ
ー
ム
と
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
両
チ
ー
ム
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
消
防
救
助
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
て
毎
年

開
催
さ
れ
、
全
国
の
消
防
本
部
か
ら
、
地
区
大
会
な
ど
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
隊
員
お
よ
び
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
す
。

　
競
技
は
、
引
揚
救
助
、
ロ
ー

プ
応
用
登
は
ん
な
ど
陸
上
の
部

が
七
種
目
、
基
本
泳
法
、
溺
者

救
助
な
ど
水
上
の
部
が
七
種
目

あ
り
、
各
訓
練
の
安
全
確
実
性

と
迅
速
性
に
つ
い
て
競
い
ま
し

た
。

　
な
お
引
揚
救
助
チ
ー
ム
に
つ

い
て
は
、
二
年
連
続
の
出
場
と

な
り
、
前
年
に
続
き
優
秀
な
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

　
七
月
二
十
九
日
、
川
越
百
万
灯
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る
中
、

川
越
市
新
富
町
一
丁
目
の
路
上
に
お
い
て
「
ち
び
っ
こ
消
防
体

験
広
場
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
は
し
ご
車
や
起
震
車
の

乗
車
体
験
を
し
た
子
ど
も

た
ち
は
、
満
面
の
笑
顔
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
こ
の
体
験
を
通
し
て
消

防
の
仕
事
が
身
近
に
感
じ

ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　
八
月
五
日
、
川
越
総
合
卸
売
市
場
で
第
十
五
回
ポ
ン
プ
操
法

ひ
き
あ
げ

設置義務
あり
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消防の数字？ 15kg
さて、何の重さでしょう？
 これは、火災出動時に隊員がフル装備した総重
量です。防火服だけの装備で約３kg、その他に
空気呼吸器などの装備を含めると約15kgにな
ります。

救
急
協
力
に
貢
献
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
八
月
二
十
五
日
、
川
越
市
大
手
町
の
建
設
現
場
で
作
業
員
が

心
肺
停
止
状
態
で
倒
れ
た
の
を
、
近
く
に
い
た
神
奈
川
県
川
崎

市
在
住
の
豊
住
浩
巳
さ
ん
が
発
見
し
、
迅
速
な
心
臓
マ
ッ
サ
ー

ジ
と
救
急
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
豊
住
さ
ん
の
救
急
協
力
に
大

き
く
貢
献
し
た
功
績
を
た
た
え
、
九
月
十
三
日
、
消
防
局
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
消
火
器
の
悪
質
な
点
検
・
販
売
が
全
国
的
に
発
生
し
、
当
組

合
管
内
に
お
い
て
も
数
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
巧
妙
な
手
口
で

契
約
書
に
サ
イ
ン
さ
せ
、
高
額
な
金
額
を
請
求
す
る
も
の
で
す
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
も
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
一
般
家
庭
】

①
消
防
署
員
・
消
防
団
員
が
消
火
器
を
点
検
・
販
売
す
る
こ
と

　
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
消
防
関
係
を
名
乗
る
場
合
に
は
消
防

　
署
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
一
般
家
庭
に
消
火
器
の
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
法
律

 
で
罰
則
が
あ
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
も
、
信
用
し
な
い
で
く

 
だ
さ
い
。

【
事
業
所
な
ど
】

①
事
情
の
よ
く
わ
か
ら
な
い
ア
ル
バ
イ
ト
店
員
が
、
よ
く
狙
わ

 
れ
ま
す
。
全
従
業
員
に
、
悪
質
業
者
の
存
在
や
手
口
を
周
知

 
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

②
出
入
り
の
業
者
を
巧
妙
に
装
い
、
点
検
・
販
売
を
行
い
ま
す
。
 
 

　
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
、
不
審
な
場
合
は
、
は
っ
き
り

 
断
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
点
検
を
す
る
と
言
っ
て
、
す
ば
や
く
消
火
器
を
持
ち
去
っ
て

 
し
ま
い
、
そ
れ
と
同
時
に
、
考
え
る
間
を
与
え
ず
契
約
書
に

 
署
名
・
押
印
を
求
め
る
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
契
約

 
書
に
は
安
易
に
署
名
・
押
印
せ
ず
、
作
業
内
容
や
金
額
に
つ

 
い
て
は
十
分
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

消
火
器
の
悪
質
な
訪
問
点
検
な
ど
に
ご
注
意
を
！

　
川
越
市
消
防
団
は
、
消
防
団
活
動

の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
広
報
用

資
機
材
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

・
ス
ク
リ
ー
ン
・
広
報
用
D
V
D
ソ

フ
ト
・
パ
ソ
コ
ン
・
外
付
け
ハ
ー
ド

デ
ィ
ス
ク
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
蹟
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
助
成
を
受
け
て
の
も
の
で
す
。

　
今
後
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
対
す

る
広
報
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

普
通
救
命
講
習
な
ど
の
消
防
団
活
動

に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

埼
玉
県
下
消
防
音
楽
隊
合
同
演
奏
会
に
出
場
し
ま
す
。

埼
玉
県
下
消
防
音
楽
隊
合
同
演
奏
会
に
出
場
し
ま
す
。

特
別
点
検
で
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

特
別
点
検
で
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

　
十
一
月
十
四
日
戚
県
民
の
日
、
さ
い
た
ま
市
民
会
館
お
お
み
や
大
ホ
ー
ル

（
さ
い
た
ま
市
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
、
第
十
三
回
埼
玉
県
下
消
防
音
楽
隊

合
同
演
奏
会
に
川
越
地
区
消
防
音
楽
隊
が
出
場
し
ま
す
。

　
演
奏
会
の
最
後
に
は
、
参
加
消
防
本
部
か
ら
選
抜
さ
れ
た
八
十
名
の
隊
員
に

よ
る
勇
壮
な
合
同
演
奏
が
あ
り
ま
す
。

【
時
間
】
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分

　
十
一
月
十
八
日
隻
、
川
越
総
合
卸
売
市
場
（
川
越
市
大
袋
）
で
消
防
特
別
点

検
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
点
検
当
日
、
朝
六
時
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。
火
災

と
ま
ち
が
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
消
防
局
総
務
課
・
牲
２
２
２
ー
０
７
４
１

広
報
用
資
機
材
を
導
入
し
ま
し
た

お

し

ら

せ

と
よ
ず
み
ひ
ろ
み


